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【終身会員のご紹介】

生理学者としてのこれまでの歩み
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元岩手医科大学歯学部助教授

佐藤  匡

私は岩手大学で電気工学を学んでから川崎の某

社に就職したのですが.そ こで回覧されてきた雑

誌オームの中の /4・ 物電気の総説に触発されて

1966年 に岩手医大三田俊定先生の生理学講座の

間を叩いて助手に採用して頂きました

1967-1968に かけて,学生に混じって解剖学 組

織学を受講し,眼の常存電位 網1莫電図 (ERC),
ならびに雛網膜の発生と常存電位・ERCについて

の研究を行い.その過程で学位を授与して頂きま

した その後,米国オレゴン大学医学部神経外科
研究室で働いておられた佐藤誠先生 (准教授)の
ところへ留学させて頂いて,ア メフラシ腹部神経

節細胞のACh応答を指標にしながらSS結合の還

元・酸化による変化について調べました その結
果 ニコチン受容体では S‐S結合の還元・酸化に
よって ACh応答が減少・部分回復が見られるの

に対して, ムスカリン受容体では殆ど変化しない

ことを報告しました

帰国後は雛の摘出網膜から常存電位や ERG類

似の波を記録できる灌流装置作成のために,冷血

動物の摘出網膜でIT究 していた東北大学医学部の

田崎京二先生のご指導を頂きました 雛の摘出網
膜から常存電位とERGを 記録できるようには何

とか実現にこぎ着けましたが,歯学部大学院設置

に向けた教員充足のため,歯学部口腔生理学講座

(鈴木隆教授)に助教授として移籍し,新開発の

カード型 pHメ ーター Clを用いての研究を始め

ました 唾液の pH測定を始めたところデジタル
表示値が安定せずに徐々にアルカリ側に変わって

行くので,その変化量を△pHと して計測できるよ

うに工夫して唾液の pH変化曲線を記録し,特性

パラメーターとして定常的なpHを pHl.初期ア
ルカリ化の変化量を△pHI.15分後の酸性化変化

量を△pHLと して記録し,PC内の一覧表として
経時的なlF移を閲覧できるようにしました そう
して△pHIは唾液中の分泌型炭酸脱水酵素と相関

する値であり, ストレス下では減少し,安静状態
では大きな値となることから間接的に体調変化を

追跡できることが分かりました これまでに三上
一治先生 (現在は青森市で開業)と 共同で心療内

科受診者で錯味症の方などの体調管理に応用して

参りました

昨年には11上先生のところでCOVID‐ 19の患者

さんについて唾液 pH測定をさせて頂く機会があ

りましたが,こ の患者さんは△pHIが比較的大き

い正常血漿亜鉛濃度の方で味覚消失の症状もあり

ませんでしたが,血圧とカリウム濃度が高値であ

り激しい咳と胸痛を訴えていました その後,ネ ッ

ト上にはこのウイルスがACE2発現細胞に侵入し
て増殖することが報告され, このウイルスは

ACE2関連臓器への血流を増加させる効果 (Ang
Iを Ang Iに転換して)を消去して血流を減少さ

せることによって種々の後遺症状を引き起こして

いることが推察されました つまりACE2発現細
胞が多い臓器ほど血流減少に陥って障害が出てく

ることになります それらの臓器としては 心臓.

腎臓,睾丸,お よび肺.肝 ,脳,膵臓と結腸がネッ

ト上に報告されており それらの何れかに単独あ
るいは複合的に後遺症としての障害が出てくるこ

とになります

これらのことが徐々に明らかになってきたの

で,当初 COVID 19の 患者さんに降圧斉Jを処方し
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ていた分量を減らして11高血圧レベルを目途に服

用して頂き,カ リウム血中濃度を見ながら興奮閾

値の_L昇 咳の頻度と胸痛軽減の月毎の推移を
△pHIと ともに記録しました 測定 10ヶ 月間中の
5ヶ 月日から降圧剤を減量して頂き,その2ケ 月

後から血圧の若千上昇と体調の改善が見られ そ
の後 3ケ 月間は職場復帰が可能なまでに回復しま

したが残念ながら解雇されたとのことでした ま
た,味覚障害の見られた低亜鉛llL漿の患者さんの

場合には体調の悪化に伴って亜鉛の吸lFK低 下が起

こり,低亜鉛血症の症状が重なる¬J能性があるの

で,後遺病状が長期に及ぶことと思います
その他, 日本生理学会先人の「新訳聖書中に散

りばめられている記述を繋ぎ合わせるとキリスト

の復活を合理的に説明できる」という言い伝えを

東北大学名誉教授の青木健先生からカトリック信

者の私に黙示形式で伝授して頂き,サインを頂い

たことが望外の幸せでした
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【終身会員のご紹介】

日本生理学会でのこれまでの歩み

鹿児島大学名誉教授

桑木 共之

初めに,2023年度からの終身会員としてご承認

頂き,関係各位に篤く御礼申し上げます 私は筑
波大学大学院医科学修士課程を修了した 1985年

に生理学会に入会致しました その年の3月 に久
留米で開催された日本生理学会大会での初めての

発表では,緊張の余 り上手く質問に答えられな

かったにも拘らず,一方では聴衆席で頭を抱えて

いる恩師の姿を冷静に眺めることができていたと

いう不思議な体験をしました その後,製薬会社
研究所研究員を経て東京大学医学部助手に採用さ

れ,1996年 には日本生理学会評議員に選任されま

した 日本生理学会の off clal iournalで ある」apa
neSe」 Ournal of Physi01ogy (現 Journa1 0f Physi

ologlcal Sciences)に 関しては,2001年の編集協

力委員就任に始まり,2007年からは正式にRespr

ra■on Physiology sccion担 当の編集委員として

現在も活動を継続させて頂いております また.
大会期間中に行われていたグループディナーの循

環デイナーの世話人,そ こで発表される優秀論文
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